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　　　Based　on　data　collected　in　1965－67　on　the　structural　organization　of　a　total　of　363　college　and

university　libraries　in　Japan　of　which　74　are　Governmentally　supported，　36　municipally　and　253

privately，　an　analytical　and　comparative　study　was　carried　out．

　　　Analysis　of　their　organization　revealed　that　these　college　and　university　libraries　fall　into

the　following　thirteen　groups：

　　　　1．　Type　I：

2．　Type　II：

3．　Type　III：

4．　Type　IV：
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7e

8．

9．

1　0．

1　1e

12．

12．

1　3．

Type　V：

Only　one　library　unit　exists　in　the　entire　institution　with　no　branches　or

other　subordinate　units．

Plural　library　units　administrativeiy　decentralized，　each　of　them　an　inde－

pendent　unit．

Plural　library　units，　each　of　them　enjoying　branch　library　status；　the　main

library　underdeveloped．

Plural　library　units；　the　director　（part－time）　of　the　central　main　library

administering　branches　through　the　branch　directors　（part－time）；　centralized

as　a　matter　of　form．

Plural　library　units；　administratively　centralized．

　　　Of　the　total　of　363　institutions

12　（3．390）　are

Intermediate　of　Types　III　and　IV．

Intermediate　of　Types　IV　and　V．

Combination　of　Types　IV　and　V．

Combination　of　Types　II　and　IV．

Combination　of　Types　II　and　V．

Combination　of　Type　II　and　lntermediate　of　Types　III　and　IV．

Combination　of　Type　II　and　lntermediate　of　Types　IV　and　V．

Combination　of　Type　II　and　lntermediate　of　Types　IV　and　V．

Combination　of　Types　II，　IV　and　V．

　　　　　　　　　　　　　institutions，　234　（64．40／o）　belong　to　Type　1，　or　the　mono－library　system，

　　　　　Type　II，　or　decentralized，　40　（1190）　are　Type　IV，　or　semi－centralized，　38　（10％）
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are　Type　V，　or　centralized，　and　the　rest　are　intermediate　forms　or　combinations　of　Types　II，　III，

IV，　and／or　V．

　　To　illustrate　the　changing　nature　of　the　organizational　structure　of　a　library　in　dynamic

action，　the　changes　in　the　past　two　decades　in　the　organizational　pattern　of　the　Medical　Library

of　Keio　University　were　examined　and　described．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Schooi　of　Library　and　lnformation　Science）
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は　じ　め　に

　わが国の大学図書館の組織の実体を知り，これを欧米

の大学図書館組織の実情と対比し，比較検討を行なおう

と思いたったのは，既に3年ほど前のことであった。し

かし，実際に調査にとりかかってみると，このデータの

収集は案外に時間を必要とし，しかも不確実なデータが

集められて再び調査を行う必要の生じたことも一再なら

ずであった。

　今回の報告は，わが国の大学（短大を含まない）の図

書館組織に関して調査して得た結果をまとめたものであ

って，欧米等外国の例は含んでいない。欧米の例は他の

機会に譲り，その際併せてわが国の大学図書館組織との

比較検討をする予定である。

　ここに大学図書館というのは，大学内のすべての図書

館単位を包括したものを指し，大学付属図書館とか大学

中央図書館というような1図書館単位を意味していな

い。その大学の図書館単位がどのように組織化されたも

のであるか（またはどのように組織化されていないか）と

いう点を明らかにすると同時に，そのような組織化がこ

の時点において，どのような組織上のパターンを示すか

という点を明らかにするのがこの調査の目的であった。

　調査されたデータは1965年から1967年にわたって収集

されたもので，データ収集に当っては，該当する大学の

図書館の館員諸氏や本学科の卒業生の諸君など，多くの

人々の親切なご協力にあずかったことを記して，いちい

ち名前を挙げることはできないが，ここに感謝の意を表

する次第である。特に文部省大学学術局情報図書館課が

昭和42年5月に行なった大学図書館調査の結果のうち，

組織に関する部分を参考にさせていただいたことをここ

に記して，同課のご親切に対し深甚な：る謝意を表したい

と思う。

1．大学図書館組織の問題点

　わが国の大学図書館組織を調査する場合，それぞれの

職位の人がどのような管理上の権限をもっているかとい

う点がしばしばあいまいであるため，組織図を作成する

上でも多くの困難に逢着するのが常である。

　中央図書館の館長が学長に直：属し，学部長と同等以上

の地位，身分を与えられているということは，例外なく

認められたところであるが，わが国の大学図書館長は教

授の兼任であって，1期を2～4年位とする短期間のみ

選任され，重任をさまたげないというけれども，改選に

よって交代する場合が非常に多い。このことは館長が管

理責任者として長期の計画樹立など重要な意志決定の作

用を行ない得ない場合が多いことを暗示している。また

本館長に予算権，人事権のない場合には，その分館は名

前のみの分館であって，まったく独立した分散制の部局

図書館と区別がつかない機構になるであろう。

　今回の調査で中央館長が学長直属の地位に置かれてい

ることは，例外なく認められたので，館長以下の組織上

の問題について以下に論じたいと思うが，その前にわが

国の国立大学と私立大学の運営の基準を提示した「国立

大学図書館改善要項」1）と「私立大学図書館改善要項」2）

について触れておく。このうち「国立大学図書館改善要

項」は大学図書館を規模によって大中小に分けて組織図

を示している（図1．1～3）。この場合，規模の大小に応

じて，本館内部に部（課）制をとったり，係数の増減が見
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られるが，いずれの揚合でも，分館とか部局図書室がそ

れぞれの長のもとに直属するような形式をとることを建

前としている。

「私立大学図書館改善要項」では，分館・分室が専任者

であるべき本館副館長の直属となるよう，本館内の一・部

門として示されている点で国立の要項と大きな相違がみ

られる（図1．4）。

　大規模な国立大学の場合，次長は“事情により館長補

佐とすることもできる”とされているが，次長も館長補佐

も定義がないので，はっきりしな：い。要項がつくられた

当時は図書館事務部長の制度もなかったので，次長は分

館長と同様，教授または助教授をもって充当する考えで

あったようで，館長補佐は現在の図書館事務長または事

務長と同じ，ものと考えられる。次長あるいは館長補佐か

ら下の職位は総務，整理，運用（閲覧）の3部門の他に，

調査研究の部門ないしは係が，小規模な大学以外には置

かれているが，このことは大変興味のあることである。

ただし，この調査研究部の主たる業務内容は，
、＼

C．

口．

ノ、．

文献の撮影，複写，印刷に関すること。

新刊図書R録の蒐集整理に関すること。

出版物の調査に関すること。

その他図書及び図書館についての調査研究に関す

ること。”

とされているから，現在の“調査研究開発”が経営管理

上の貢献をするのと全く同じ内容とは言いかねる。参考

調査の調査と別の“図書館についての調査研究”を行な

う部門が考えられたことは，図書館学の教育にたずさわ

ったりする図書館専門職員などに対して，教授，助教授，

講師，助手のごとく教官として取り扱う制度を発展させ

ようとする意図と関連があったものと思われる。

　この要項には，分館長については“教授または助教授

をもって充て，館長の下で分館に関することを掌理しそ

の任期と任期中の授業については館長と同様（任期は3

年ないし4年とし，再任を妨げないこと，その在任中は

原則として授業は担任しないこと）にすること”とあり，

また部局（学部・学科・研究所）図書室主任は“教授ま

たは助教授，講師のなかから兼務し，館長または分館長

の下にその図書室に関する事項を掌理すること”になっ

ている。これから見ると，原則論は別として，本務が教

官である分館長，一部局図書館主任がやはり兼務者である

館長の下に図書館経営のトップ・マネージメントを形成

するのが，　「国立大学図書館改善要項」の管理体系に関

する主旨のように読みとれる。

一方「私立大学図書館改善要項」では，“館長は専任

者であることが望ましい”という表現を使っているが，

そのような：ケ・一スがめったに起らないことを認めている

のであろう。ただし，“副館長は専任者でなければなら

ない”といっている。この点で，私大の要項の方が1・ッ

プの職責の重要性を十分認識しているように思われる。

　さらに私大の要項では，分館分室がある場合，これら

の分館主任または分室主任は副館長に直属することにな

っている。後に詳説するが，私立大学では図書館組織の

単位が単一であるものを除いた68大学のうち30校はこの

私大の要項にいうようなパターンをとっている。

　大学に複数の図書館単位ができる理由はいろいろであ

るが，次のような理由に基づくものと考えられる。

　a．地理的原因

　b．学問レベル（従って資料）の相違

　c．主題専門分野の相違

　d．親機関の発達の歴史的理由

　このうち，a．地理的原因は説明するまでもなく，大学

のキャンパスが非常に広大な場合とか，キャンパスが分

かれている場合である。b．学問レベルの相違というのは，

一般教養課程の学生のための図書館と研究者のための図

書館の場合のように，そこで使われる資料の性質も利用

目的や頻度も大変異なり，従って図書館のサービス面に

も相違があるもので，大勢の学生を対象とする学習図書

館と研究者のための図書館の区別が必要となってくる。

c．主題専門分野の相違によるものというのは，例えば理

科系の専門図書館と文科系の研究図書館のように一多

少の資料重複はあるにせよ一主題が異なるために利用

される資料の大部分が異なる場合である。d．親機関の発

達の歴史的理由というのは，たとえば，2つあるいはそ

れ以上の単科大学が合併して1つの大学になった場合に

見られる現象で，わが国の大学図書館組織を考察する場

合，このような歴史的な原因を考えないと理解できない

場合が多い。もともと，わが国の総合大学といわれるも

のの大部分は，単科大学が合併して集合体をつくったも

のが多く，そのような大学の組織自体の反影として，そ

の図書館組織も総合化されず，単なる集合組織に過ぎな

い場合がある。この他にも資料形態の特殊化，例えば，

聴覚資料を語学ラボで利用する場合，語学ラボ資料室が

形成されたり，ある研究所が特別の財源を得て特殊研究

を行なった場合などにも，新しい資料のコレクションが

発生する場合が見られる。以上述べたような色々な原因

や理由がただ1つだけでなく，いくつも組合わされて新
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しい図書館単位が形づくられるのが普通である。多くの

場合，これらの新しい図書館（室）は，独立のユニットと

して生長し，後になって本館の分館とか分室にすべきで

あるというような論議がされるのであるが，初めから長

期の計画が樹てられていたら，どのようにして分館（室）

として成長させるべきか否かが予め定めてあるのが本当

であろう。

　国立大学図書館の分館制度について，岩猿敏生は，大

学図書館設置上法令的根拠をもつものは，付属図書館と

分館だけであるから，その他の部局（学部・教室・研究

室等）の図書室はなんら法令的根拠のない図書館であり，

図書館活動を行なっていても正式には図書館と認められ

ないので，予算的に損をする。国立大学における図書館

組織の混沌とした状態を解消するためには，学内のすべ

ての図書館施設を法的根拠のある付属図書館と分館とに

組織しなおすことが必要であろう，と言っている。3）ま

た，彼は同じ論文の中で，分館職員が本館の定員に入っ

てない大学が（分館制度をとっている）48劇中25校あり，

また，分館の経費を分館の置かれている部局が負担する

というのが29校あった。これからみると分館制といって

も名ばかりで，職員も経費も全く本館とは独立している

のが半数以上もある，と指摘している。4）

　単一ユニットしか持たない大学図書館組織と2つ以上

のユニットのある組織があるが，後者のなかには，分館

とか分室の制度のあるものとないものがある。すでに指

摘したような種々の困難はあるが，次章で管理組織の類

型を分析し，比較検討を試みようと思う。

　さらに，図書館ユニットのなかの組織，すなわち内部

構造，はどのようになっているであろうか。国立，私立

の「要項」をみてもわかるように，総務，整理，運用（閲

覧）の3部門に3大別する業務別部門化（departmentali－

zation）が，最も基本的なパターンと考えられている。

主題別部門化（divisionalization）はユニット内の部門

化としてではなく，ユニットを構成する要素として考え

られる場合が多く見られるようである。

　業務別部門化が起る要素は整理とか閲覧のような職能

による場合の他に，例えば定期刊行物，マイクロ資料，

A・V資料などの資料の別も部門化を惹き起す要因とな

る。言語の別も，和漢書整理，洋書整理などのように，

しばしば，整理部門を2評する原因になる。学生と教員

というような利用者の別もまた，閲覧利用の部門の内部

に分化を起す要素になっているが，この要素はまた，図

書館のユニットを形成する要因となる場合もある。しか

し，なんと言っても内部の部門化を起こす最大の要因は

図書館の職能によるものである。

　前述の3部門，総務，整理，運用についてさらにその

分化をみると，総務の部門には庶務，会計を必ず含み，

その他に，渉外，P・R．また時に調査研究，受入などを

含むこともある。整理部門は，受入，整理が属し，さら

に整理が和漢書，洋書に分かれる場合が見られる。資料

の装備製本も多くはこの部門に属し，配下，書庫管理な

どの業務は，この部門に属する場合もあり，また次の運

用の一部となる場合もみられる。運用とか閲覧とか奉

仕，利用などといろいろな名前でよばれる運用部門は，

大別して閲覧貸出と参考調査に分けられることが多い

が，わが国の大学図書館は一般的に言って，参考調査のサ

ービスに欠ける点が多く，参考の係ができていないとこ

ろが非常に多い。この部門における他の係としては，複

写などは近頃1つの係としてあっかわれるようになって

きた。相互貸借は，医学図書館を除いては，まだ制度化

されていないところが多いが，この係は本来貸出の業務

であるが，参考係の業務としてあっかわれる例も多い。

図1．1　小規模な国立大学図書館組織（「要項」による）

学長

図書館運営委員会

館長 館長補佐

総　務　係

分館長

整　理　係

運　用　二

分　館　係

部局（学部・学科・研究所）図書主任　　図書室係

図1．2　中規模な国立大学図書館組織（「要項」による）

≠／く

図書館運営委員会

館長 館長補佐

整理部

総　務　係

受　入　係

運用部

口　録　係

出納貸出係

参　考　係

調査研究四

分館長 分館主任 分　館　係

部局（学部・学科・研究所）図書室主任　図書室係
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図1．3　大規模な国立大学図書館組織（「要項」による）

学長

図書館運営委員会

館長 次長

総務部
（総務課）

庶　務　係

整理部
（整理課）

会　計　係

渉　外　係

受　入　係

和漢書目録係

洋書目録係

書　庫　係

運用部
（運用課）

出納貸付係

参　考　係

調査研究部 調査研究充

分館長 分館主任 分　館　係

部局（学部・学科・研究所）図書室主任　図書室係

図1．4　私立大学図書館組織（「要項」による）

図書館運営委員会

学長 館長 副館長

図書選択委員会

総務部門

整理部門

奉仕部門

分館・分室

中央館，本館内部の組織についても，次章で実例につい

て述べようと思う。

II．大学図書館組織の諸王

1．　図書館組織の型

　日本の大学図書館の組織構造を大別すると次のような

5つの基本型がみられる。

　1型：その大学の図書館組織が単一であって，分館，

　　　　分室等を含まないもの（図2．1）。これはその大

　　　　学に図書館が単一の組織として存在するのみ

　　　　で，一見簡単のようであるが，学部，学科の研

　　　　究室または研究所などに現在も図書資料が蓄積

　　　　されつつあるものがあり，将来■，IV，　V型の

　　　　いつれかに変貌する可能性を含んでいる。1型

　　　　は，その組織の内部がどの程度分化しているか

　　　　を係数によってある程度うかがいみることがで

　　　　きるであろうと考えて，次の4種に分けてみた、

　　1型1係制（図2．1．α）

　　1型2係制（図2．1．b）

　　1型3係制（図2．1．o）

　　1型4唾壷以上（図2．1．cl）

11型：大学内の図書館（室）が複数であるが，本館分館

　　　　の制度をとらず，各図書館は独立した図書館組

　　　　織であるもの（図2．2）。典型的な分散制と言う

　　　　べきものであって，数は案外多くないようであ

　　　　る。近年日本でも，メトカフ博士のいう“調整

　　　　連絡された分散制”を真似るむきもあるが，皿

　　　　型における調整は任意的であって，その点W型

　　　　における本館分館の問の調整と趣を異にする。

皿型：図書館組織は実質的に“分館”の集合休であっ

　　　　て，本館と称するもるはあっても事務部のみで

　　　　あって，そこでは整：哩とか閲覧などの図書館固

　　　　有の業務が行なわれていないもの（図2．3）。し

　　　　ばしば単科大学が合同した場合などに見られ，

　　　　一時的な過渡期的状態と見倣：されうるものであ

　　　　る。将来図書館固有の業務も行なう実質的な本

　　　　館が形成されるようになると，W愚ないしV型

　　　　もしくはそれらの組合わせ型に移行していくも

　　　　のと思われる。

　1V型：本館分館制を採用し，本館でも分館でも図書館

　　　　固有の業務が行なわれている点はV型と同様で

　　　　あるが，分館の職員は分館長に属し，本館事務

　　　　長の統率を受けないもの（図2・4）。形式的には

　　　　一見集中制を採用しているようであるが，内容

　　　　的には分散制に近い。その意味で1［型に近いも

　　　　のであるが，この型では本館分館の間の調整を

　　　　行なうことが制度として可能である点で1［型と

　　　　本質的な相違がある。

　V型：本館分館制度が採用されており，本館でも分館

　　　　でも図書館固有の業務が行なわれているが，分

　　　　館の職員は，分館長（教授）の指示を直接うけな

　　　　いもの（図2．5）。内容的にみて，V型は集中制

　　　　であり，その意味で1V型と性格を異にする。

　これら基本型のうち11，1［，IV，　Vの各型の組合わせ

によって次のような轡型が派生することが考えられる。

　皿・］V中間型：乳型と基本的に同一の性格を有するも

　　　　のであるが，各分館の職員が，本館事務長およ

　　　　び分館長の両方の指揮をうけるような組織（図

　　　　2・6）であって，本館が名実共に“図書館”とな
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　　　　れば，IV型に移行するような過渡期的なものと

　　　　見倣される。

　IV・V中間型：V型の特徴，すなわち各分館の職員が

　　　　本館事務長のもとに属することと，同時に分館

　　　　長（教授）の統率をもうけるという］V型の特1生を

　　　　も有するもので（図2．7），どちらのパワーが強

　　　　いかによって集中制か分散制かの性格の度合が

　　　　変化する。

　］V・V混合型：図書館組織の中にある分館の職員は本

　　　　館事務長の所轄であり，また別の分館の職員は

　　　　分館長のもとに所属するというように，W型と

　　　　V型の両形式が併存するもの（図2．8）である。

　11・W混合型：IV型の図書館組織と別に，　ll型のよう

　　　　に独立した図書館（室）を有するもの（図2・9）。

　1［・V混合型：V型の図書館組織と別に，1［型にみる

　　　　ような独立した図書館（室）があるもの（図2．10）。

　1［型とIlr・］V中間型の混合型：中間型の図書館組織と

　　　　別に，■型にみられるような独立した図書館

　　　　（室）をもつもの（図2．11）。

　■型とW・V中間型の混合型：IV・V中間型の図書館

　　　　組織と別に，［［［型にみられような独立した図書

　　　　館（室）をもつもの（図2．12）。

　∬・1V・V混合型：IV・V混合型の図書館組織と別に，

　　　　1［型に見られるような独立図書館（室）を有する

　　　　もの（図2．13）。

　上記の型のうち，特に一言付け加えておきたいことは

］V型とV型である。IV型とV型は，どちらも本館分館制

を採用している点は同じであるが，その根本的相違は，

分館に対する本館長および事務長の権限がどれだけの力

を直接持っているかという点に掛っている。公式組織図

の上では実線で表わされるラインが実際には点線であっ

たり，あるいは何も存在していないような印象をうける

こともあった。ここでは一応得られたデータをもとにし

て論議をすすめていくが，調査の際に最も困難を感じた

のはこの点であって，多くの大学では公式に承認された

図書館の組織図を欠いているので，現状または実状に基

づいてチャートを作る場合のほうが多いのであった。ま

た公認された公式組織図が実状と非常にかけ離れている

場合もしばしばあった。

　以上述べた組織の型は，現実に日本の大学図書館の公

式組織を検討した場合，どのように適合するであろうか。

以下筆者が収集した各大学の図書館の公式組織の例を挙

げながら説明を加えていこうと思う。なお，この種のデ

ータは，情報源によって若干の相違が起ることは予期し

なければならない。同じ大学の組織図が，問い合せた人

によって食い違いのあることもしばしば経験したところ

であった。

　2・国　立　大　学

　はじめに国立大学図書館について述べようと思うが，

国立大学図書館の組織を検討するまえに，予め考慮して

おかなければならないことは，付属図書館（本館）と分

館が法的に認められた図書館単位であって，付属図書館

（本館）には事務長（課長ないしは係長）が置かれる。も

っとも，東京大学，京都大学，北海道大学，東北大学，

名古屋大学，大阪大学，九州大学のいわゆる旧帝大だけ

は，事務部長が近年置かれるようになった。さらに，分

館，分室といっても，地理的な条件によってキャンパス

が分かれている場合と，いわゆる縦割りと称する学部系

列などによる区分に基ずく場合と，また，それら2つの

理由が合わさっている場合がある。

　1型の中で，館長一事務長一館員の系列のうち，

館員の業務分担が分化していないものが，このタイプの

中で最も原型的なものと考えられるが，国立大学の中に

この例は見られない。このタイプのものから，係が2つ

以上に分かれたタイプのものへと変化が見られるが，2

係に分かれている場合は，総務係（庶務係，管理係など

とも呼ばれる）と司書係（実際に司書係と呼ばれること

が一番多く，整理係，図書係と呼ばれている場合が少数

例ある。業務内容は整理ばかりではないが，運用面は一

般に余り盛んではない）の2係である（図2．1．b）。実例

を挙げれば，北見工業大学，帯広畜産大学，秋田大学，

東京水産大学，東京外語大学，京都教育大学，神戸商船

大学，奈良女子大学な：どが数えられる。奈良女子大学の

場合は管理運用係と司書係の2係で運用が管理と一諸に

なって1係を形成している。その他に，北見工業大学の

ように，事務長が欠となっていて，館長の下に直ちに司

書係，閲覧係の2係に分かれ総務的業務が同名として頭

を出していないものがあるが，米国の図書館ではごく普

通の型であるが日本の国立大学では珍らしい。係が3つ

に分化してくると，総務係（庶務係，管理係の名で呼ば

れることもある）と整理係（目録係，司書係の名称も用

いられる）と閲覧係（運用係とも呼ばれる）の3係が最

も普通である。例えば，秋田大学，福井大学，東京商船

大学，お茶の水女子大学，電気通信大学，山梨大学，大

阪外語大学，奈良教育大学，島根大学，九州工業大学な

どの付属図書館組織がこのタイプである（図2．1．o）。同
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じく3係であっても，大阪外語大学のように，管理係，

整理係，視聴覚資料係というように資料別の係が第3の

係として現れるものもある。

　1型の図書館組織をもち，4係に分化している例は，

東京学芸大学，福岡教育大学のように参考係が加わった

もの（図2．1．d），東京工業大学のように閲覧係のほかに

運用係と称する複写，コンテンツ速報，開架室管理など

を行なう係を増加したもの，佐賀大学のように受入係を

口録係から分離したもの，あるいは東京芸術大学の如く

美術品係のような美術資料館として特殊な係を持つに至

ったものなどがある。高知大学は，閲覧係をおいて，2

つの場所の閲覧サ・一ビスを行な：うために，第1，第2閲

覧係をおいているので，管理係，目録係と併せて4係に

なるが，業務の性格からみれば3種類である。単一・図書

館組織，すなわち1型では，国立大学の図書館では5係

またはそれ以上に分化したものは現在ないが，複雑な機

構を有する大規模な大学図書館本館には，さらに多様の

分化が見られる。これらについては後述する。

　第2のタイプ，すなわち1［型と称するものは，付属図

書館の他に，学部・学科や付置研究所の図書館（室）が付

属図書館から独立して存在するもので，学内のすべての

図書館（室）の相互間に若干の“調整”作用があるにせよ，

それぞれの図書館（室）は別の組織として独立している分

散型のことである。旧帝大のうち，東京大学，京都大学，

北海道大学，名古屋大学の4大学は，この型の典型的な

ものである。東京大学（図2．2．α）では付属図書館の他

に，法学部：1図書館，1図書室，1箇月センター，医

学部：1図書館，1図書室，工学部：17図書室，理学部：

15図書室，文学部：3図書室，農学部：1図書館，演習

林：1図書室，経済学部：1図書室，教養学部：1図書

館，2図書室，教育学部：1図書室，薬学部：1図書室な

どで，学部または学科所属の図書館（室）はすくなくとも

計45にのぼり，付置研究所の図書室，資料室も計13室は

ある。さらに係員を配置してない図書室をも数えれば，

その数は“実に200におよぶ”5）という報告もある。京

都大学でも付属図書館の他に，学部学科図書室計30，付

置研究所図書室計11室を数える。東京大学の付属図書館

の職員は120名近くいるが，その他の図書館（室）で働い

ている職員の合計は300名を越しているし，京都大学で

も付属図書館員70名くらいに対して，その他の図書室係

は200名いる。北海道大学では付属図書館員66名，その

他の図書係員145名を数え，名古屋大学では付属図書館

員43名に対しその他の図書館（室）で係員が53名働いてい

る。東大，京大，北大では，付属図書館の職員の約2由

ないし3倍の職員が“その他の図書館（室）”で働いてい

ることになるし，名古屋大学ですら，付属図書館より

20％以上多い職員が独立の図書館（室）で働いている。

　一般にlr型は上記4大学のような規模の大きい大学に

見られるのであるけれど，例外として，東京外語大学を

このカテゴリt一一一一・に入れることができる。この大学の付属

図書館は1型2係制であるが，別にアジア・アフリカ言

語文化研究所の図書室が独立して存在するという点から

見れば］1型に属する。このような例は案外もっとあると

思われるのであるが，専任の係もいないような場合，こ

の種の小さい図書室はしばしば調査漏れとなって発見し

難い。現在の調査では，1，］V，V型または，　IV，　Vの

混合型となっているものにも，独立の図書館（室）が別個

に存在し，Ir型の特徴を備えている大学がまだほかにも

あると考えられる。

　戦後，新制大学になったものの中に，それまで存在し

ていた図書館を分館とし，あらためて新制大学としての

付属図書館組織がつくられた場合がある。このような場

合，その組織は図2・3に見られるように，本館ではほと

んど庶務的な業務のみを行ない，分館業務を行なう係員

は事務長直属のラインになっていないのが普通である。

この型を皿型とよぶが，このタイプの図書館組織をもつ

国立大学の典型的な例としては，岐阜大学，滋賀大学，

京都工芸繊維大学，山口大学，長崎大学を挙げることが

できる。岐阜大学は教育学部，医学部，農工学部の3分

館を，滋賀大学（図2・3・α）では教育学部と経済学部の

2分館を，京都工芸繊維大学は工芸分館と繊維の2分館

を，山口大学の場合は6学部と教養部の7図書室を，ま

た，長崎大学の場合には5学部と教養部，熱帯医学研究

所の7図書室を分館としているが，分館といってもほと

んど独立の小図書館であって，本館と呼ばれる組織は，

実際には，大学の図書館事務の窓口に過ぎないと言って

も過言でない。将来，これら皿型の本館事務部が分館の

うちの1つと結合して中央館ないし本館を形成すると，

IV型図書館組織に移行することになると考えられる。

　大学図書館組織の中に本館分館がある点では聖楽と同

じであるが，本館でも図書館本来の業務が行なわれてい

るのがN型とV型である。この2つの型は形式的にはど

ちらも集中化されているようであるが，実際面では独立

図書館であるかの如き分館をもっているもの，すなわち

］V型と，本館分館の制度を実際とり入れて管理而で集中

化を行なっているもの，すなわちV型とに2大別するこ

”一@185　一



わが国の大学図書館組織の比較研究

とができる。

　IV型の図書館組織は木骨の職員は事務長のもとに統括

されているが，分館の職員は分館長に所属しているタイ

プである（図2・4）。分館長は所属学部教授の兼務である

ため，分館職員は学部事務長の所管にも属することが多

い。形式上付属図書館長が統轄していることになってい

るが，本館分館制とは云いながら分館自体は実際上かな

り独立制をもった管理体系となる。1分館を有するもの

の実例を挙げれば，東京医科歯科大学，愛知教育大学，

名古屋工業大学，鳥取大学（図2．4．α），香川大学がある。

この他に2分館を有する山形大学，茨城大学，東京農工

大学，大阪学芸大学があり，3分館を有するものに弘前

大学，千葉大学，横浜大学，静岡大学，8分館を有する

ものに新潟大学などがある。東京農工大学の場合，農学

部分館は機構上分離しているように示されているが，実

際は付属図書館に統括されたものである。このような図

書館は，前述の■型から変遷したものと見られる。

　集中型組織の基本型は図2．5に示すものであるが，こ

れをV型と呼ぶ。実際にこの原型に近い組織をもつもの

は，岩手大学（図2．5．a）と室蘭工業大学であるが，室

蘭工業大学の場合は，各学科研究室の9図書室の集中化

が完全に行なわれているわけではない。また，三重大学

（図2．5．b），和歌山大学，宮崎大学のように，組織図で

見る限りでは，分館の図書係員をすべて付属図書館事務

長の直轄下におく一方，各学部教授の中から任命された

分館長と学部分館図書係員とを点線で結ぶような関係が

示されているものもある。

　皿・IV中間型は皿型の変型とも見られるものであるが，

これは各分館係員に対する命令権を分館長も事務長も持

っている組織である。一見後述のIV・V中間型と同様の

組織であるが，本館と称する部門において，図書館固有

の業務が行な：われず，ほとんど庶務的事務のみが行なわ

れているのが特徴である。このようなタイプの大学図

書館の例としては，福島大学（2分館）（図2．6．a），信

州大学（7分館），徳島大学（2分館）がある。このよう

な大学図書館の，現在ほとんど庶務的業務しかしていな

い本館事務部が，分館のうちの1つと結合して合体すれ

ば，それは後述のIV・V中間型に移行する。そのような

例は東京農工大学に見られる。

　1V・V中間型の例もかなりあって，北海道教育大学

（図2・7・の，宇都宮大学，埼玉大学，愛媛大学，大分大

学，熊本大学，鹿児島大学の図書館組織はこのIV・V中

間型である。この中間型の特徴は，分館図書館に対して，

分館長と本館事務長双方から，実線で命令系統が引か曾

ていることが特徴であって，管島上議題があると言わな

ければならない。また，埼玉大学は分室をひとつ有して

いるが，分室主任が館長の兼任となっているので，その

限りではV型と本質的には変らない内容のものである。

　］V・V混合型は，一部の学部図書室は本館の分館（室）

として本館事務長の管轄に属し，他の学部図書室は分館

長に直属し，分館職員に対する命令系統は事務長を経由

していないものである。この型に属する実例は，富山大

学，金沢大学（図2．8．a），大阪大学（図2．8．b）にみる

ことができる。このうち，大阪大学は旧帝大系の大学図

書館としては，集中化傾向の強い大学であるが，ここの

本館といわれるものは人文社会系の総合図書館であり，

中之島分館というのは医・理学系の総合図書館であって，

特に自然科学系の図書資料が分散していたものを，大部

分統合して中之島に図書館をつくったことは，わが国の

総合大学図書館史上画期的な事象であった。薬学部図書

室と産業科学研究所図書室の職員が，本館事務部長の管

轄に属していないが，図書館職員総計80名門この2館に

働くものはわっか5名であって，実質的にはV型に近い

ものと見ることができる。

　前に述べた■型（分散型）は，1▽型やV型と結合して種

々のタイプを形成する。理論的には，■・］V混合型，■

・V混合型，］1［型と皿・IV中間型の混合型，］1型とW・

V中間型の混合型，11・W・V混合型などが考えられる

のであるが，このうち■・V混合型と■・IV・V混合型

は国立大学には実際例は存在しない。

　］1・］V型混合型は付属図書館長のもとに本館事務長お

よび分館長が属している型のものと，独立した学部図書

館（室）や研究所の図書室が分散制をとって併存している

ものであるが，この型に属する例は，群馬大学，広島大

学，一一橋大学，東京教育大学，旧帝大系の東北大学に見ら

れる。群馬大学の場合（図2。9．a）は医学部図書館と工学

部図書館の2館が付属図書館長に属する分館となり，こ

のほかに内分泌研究所図書室が分散して併存するが，こ

の研究所図書室は兼任職員を1名有するだけであるから，

実質はW型と見倣される。広島大学は，付属図書館長の

もとに本館事務長，福山分館長，医学分館長，工学分館

長，東雲分校分館長，理論物理研究所分室長，原爆放射

能医学研究所分室長が属し，この他に文学部，教育学部，

理学部3学部の図書室が独立して分散型として存在して

いる。本館分館の職員は計69名（うち兼任者2名）であ

るが，3学部の図書室勤務者は35名（ただしそのうち25

一一@186　一一



Library　and　lnformation　Science　No．　6　1968

名は兼任者）であるから，重点はIV型に置かれていると

いえよう。一一橋大学は本館と小平分館がIV型を形成し，

この他に経済研究所資料室，産業経営研究所資料室，日

本経済統計文献センターが分散型になっているもので，

本館分館職員39数名に対し，3つの分散系資料室の職員

は25名を数える。東京教育大学は図書館業務に従事する

職員は全学で約100名おり，かなり大規模な図書館組織

であるが，そのうち本館職員はほぼ3分の1に過ぎず，

農学部，体育学部，雑司が谷，国府台の3分半1分野の

職員は計約10名，文学部，教育学部，理学部の各学科お

よび光学研究所に独立の図書室を有し，その図書係は55

名を数える。どちらかというと■型に近いものである

が，この本館では各学科図書の一括整理をしている点に

特徴がある。東北大学の図書館組織もこの1［型とIV型の

混合型であるが，IV型図書館としては現在医学部と教養

部の2分館を付属図書館長の所属としており，本館分館

の職員数は81名である。別に8学部，8付置研究所を有

し，それらの図書室はすべて現在のところ独立分散型で

あり，その図書係職員の総計は83名（うち7課程兼任者）

であるからW型と1［型の比重はほぼ等しいと見ることが

できる。

　ll型と皿・IV中間型の混合型に属する例は，神戸大学

である（図2．11．a）。この大学の場合，中央館は館長，

副館長，および事務長のオフィスであって，8分館のう

ち六甲台分館が比較的規模が大きく，この他の分館は小

さな学部図書室である。これだけでは典型的な：皿・］V中

間型を形成するが，この他に経済経営研究所図書室，経

営分析文献センターが独立分散制で存在しているために

：［［型の要素が混入することになる。

　1［型とIV・V中間型の混合型には，岡山大学および旧

事大系の九州大学が該当する。岡山大学の場合は（図

2・12・の，温泉研究所，養護教諭養成所，医学部附属病

院三朝分院の各図書室（各兼務者1名づっ）が分散制と

なっているだけで，教育学部と農学部の図書室はそれぞ

れ付属図書館の分室としてあっかわれ，医学部図書館と

農業生物研究所図書館の2館は分館となっている。これ

は，実：質的には皿・W中間型に近いものであるが，これ

に反し，九州大学の図書館組織は■型の色彩が強く，医

学部図書館と教養部図書館の2分館と本館とで］V・V混

合型を形成し，このほかに文学部，教養学部，法学部，

経済学部，理学部，工学部，農学部，薬学部の8学部，

産業労働研究所，温泉治療学研究所，応用力学研究所，

生産科学研究所の4付置研究所などに所属する図書室が

分散型として存在する。分散制の図書室に属する職員と

皿・T▽混合型の付属図書館所属の職員の数はほぼ半々て

ある。

　国立大学の付属図書館組織の中で中央館または本館と

呼ばれるものの内部組織はどのような係に分化している

かという点について，1型については既に述べたが，他

の型の場合について簡単に触れておく。

　1［型の中のみならず，日本の大学図書館中央館のうち

で最も数多くの係に分かれているのが東京大学の付属図

書館であるが，ここでは事務部長の下に総務，整：理，閲

覧の3課があり，総務課は庶務主任と企画主任のもとに

5係，整理課は受入，寄贈交換，目録の3主任のもとに

6係，閲覧課は閲覧主任のもとにやはり6係，計17係に

分かれている。係の名称を列挙しておくと，庶務，会計，

管理，企画，渉外連絡；登録，寄贈交換，和書目録，洋

書目録書誌目録；第一閲覧，第二閲覧，雑誌閲覧，参

考，アジア資料，文献複写である。東大付属図書館の内

部組織の特性は，単に係数の多いことだけではなく，そ

の中に企画が主任名，係名として頭を出していることに

興味がある。京都大学は事務部長の下が整理課と閲覧課

に分かれるが，それぞれ5係と3係で計8係に分けられ

る。北海道大学は同じく2課で，それぞれ3係2係に分

けられ，名古屋大学も同様2課に分かれ，それぞれ2係

に分かれる。

　］V型の大学図書館も多くは2～3係に分かれていて14

華中8校は3係である。4係（総務，受入，目録，運用）

の例は山形，鳥取の両大学にみられるのみである。V型

もあまり大規模な組織のものはなく，職員数も分館（室）

の職員まで入れて15～22名くらいであるから係の数も分

館（室）係を除けば，2～3係である。IV・V中間型も2校

が3係で愛媛，熊本，鹿児島の3大学に5係（総務，受

入，目録，閲覧，参考）の例が見られる。もっとも，鹿

児島大学では参考係でなく学術情報係という係をおいて

いるのが目新しい。］V・V混合型も大阪大学以外は3係

プラス分館（室）係であるが，大阪大学では整理，閲覧の

2課に分かれ，それぞれ4係ずつ計8係が設けられてい

る。1［・IV混合型には群馬大学の3係のほかは，一橋大

学の5係と専門員（兼任者）4名を起用しているのが目に

つく。広島大学は受入を第1，第2に分けて6係として

いる。やはりこの型に属する東北大学では整理課に総

務，受入，和漢書目録洋書目録の4係と閲覧課に運用，

書庫，雑誌の3係の計7係をもっている。1［型と］V・V

中間型の混合型は，岡山大学で6係，九州大学では2課
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7係となっている。

　以上国立大学の図書館組織をタイプという点から見て

概括すると，非常に単純な1型1係制は国立大学には見

られない。またIV・V混合型も，1［［・］V・V混合型も，

国立大学にその実例を見ることができな：い。概して古い

伝統を有する，学部数，研究所数の多い大学は■型であ

るか，■型を含む混合型が多い，すなわち分散的傾向が

みられる。

　国立大学の図書館組織をタイプ別に集計した結果は表

1に掲載してある。

　3．公　立　大　学

　公立大学には，単科大学も多く，規模の小さいものが

多い。公立大学図書館の組織を前述の大学図書館組織の

タイプ別にしてみると，第1の単一一組織のものが非常に

多く，1型で1係制のもの，ないし係分化のないものは，

愛知県立芸術大学，京都府立大学，静岡薬科大学，島根

農科大学，下関市立大学，高知女子大学，長崎県立国際

経済大学，熊本工子大学などの例が挙げられる。1型2

係制のものとしては，愛知県立大学，愛知県立女子大学，

岐阜薬科大学，京都市立美術大学，大阪女子大学，奈良

県立医科大学，姫路工業大学の図書館がある。1型3係

制というのは，札幌医科大学，金沢美術工業大学，高崎

経済大学，神戸商科大学，神戸市立外語大学，都留文科

大学，広島女子大学，福岡女子大学の例が挙げられるが，

中にははっきりした係制をとっているかどうか疑しいも

のもある。福島県立医科大学は製本係を加えて4係制に

なっている。

　■型すなわち分散型としては，公立大学の中には非常

に大規模で複雑であるがためにいまだに分散制をとらざ

るを得ないというような例は見られない。北九州大学の

図書館組織は1型1新制とも見倣しうるものであるが，

この大学には産業社会研究所があって，その研究所図書

室が研究所長の管轄であり，分散制をとっているので，

これを■型の例として数えておく。これは未分化の図書

館組織ですら］1型をとりうるという例とみることができ

る。公立大学の図書館組織として11型と他の型の混合型

が見出されていないが，実際にもっとくわしく調べれ

ば，研究室などに図書室を有するものが発見され，従っ

てIV型やV型も1［型との混合型であることが判明するも

のもあるであろう。

　皿型の組織を有する例は三重県立大学に見られる。名

古屋市立大学もこのタイプに属するが，本館の事務局を

欠き，医学部図書館，薬学部図書館，経済学部・教養部

図書館の3館を併せて大学図霞館と称し，その館長とし

て本館長がいるという構成にな：っている。

　」V型の例としては横浜市立大学，静岡女子大学，大阪

府立大学，和歌山県立医科大学にみられる。

　V型の図書館組織は京都府立医科大学と九州歯科大学

の2つの単科大学と東京都立大学にその例が見られる。

　公立大学の図書館組織には原型を混合した型や中間型

はみられない。また図書館内の組織分化も，1型4係制

が1校と，IV型の大阪市立大学が総務，受入，整理，閲

覧の4係を持っているほかはすべて1～3係制である。

職員数も多いほうでは，大阪市立大学54名，大阪府立大

学34名，東京都立大学21名，が挙げられるが，少ないほ

うとしては，3名のところが3校，4名のところが7校

もあって，1校平均9名足らずになる。

　公立大学図書館のタイプ別集計は表1に示してある。

　4・私　立　大　学

　一般的に言って，私立大学には国立大学よりも規模の

小さいものがたくさんあり，従ってその図書館も非常に

小規模なものが多い。このことは調査する前から予測さ

れていたことであったが，しかし．私立大学250校以上

の中に，その中央図書館の職員が1～2名しかいないと

ころが30校以上もあるということを見出したことは，予

期せぬ驚きでもあった。

　また私立大学では，必ずしも国公立大学のように強制

を採用しているというわけでないので，係という名称が

公認の制度となっているとは限らな：い場合がしぼしば見

られる。したがって，この項ではかな：りルーズな意味で

係という名称を使わざるを得ない。一・工面名が得られた

場合，そのような係が公式にあるものと考えて処理する

ことにした。

　私立大学の図書館組織の諸型のうちで最も多いのは国

公立の大学と同様1型で，253大学のうち4分の3に近

い185大学の図書館が1型である。1型1係制は51校に

及び，係員の数は1人8校，2人13校，3人11校（ただ

し，兼任者3名というのも含めて），4人10校，6人6校，

7人2校，9人1校であった。この9人というのは津：田

塾大学であるが，ここではいろいろの業務を職員が交代

で行な：っているとのことである。1型2係制になると，

さすがに職員1人というのは1校もなかったが，それで

も2人，3人，4人各6校，5人5校，6人1校，7人2

校，8人1校，10人2校計29校というような：状態である。

3係制をとっている大学図書館は非常に多く83校に及

び，1型のほぼ半数を占めていて，3人7校，4人15校，
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5人11佼，6人5校，7人8校，8人11校，9人5校など

が少人数のグループであるが，このグループには20名以

上の職員を有する図吉館も若干含まれていて，たとえば，

青山学院大学28名，明治学院大学および日本女子大学各

23名，国際基督教大学22名，近畿大学20名などを挙げる

ことができる。4係制以上の大学図書館は23館あるが，

20名以下のとこちが18館あり，人数の多いほうの例を挙

げると，国学院大学52名，関西学院大学31名，駒沢大学

28名，大阪経済大学24名，東京経済大学22名などである。

　■型の私立大学図書館の中で最大のものは早稲田大学

で，中央館は管理，整理，閲覧の3課に分かれ，管理課

には総務，目録編成，特別資料，洋学文庫整理，視聴覚

資料の5係，整理課には受入，和漢書，洋書，逐次刊行

物の4係，閲覧課には第1閲覧，第2閲覧，参考，複写

の4係，計13係に分かれ（図2．2．b），100人以上の職員

が勤務している。この他に独立の図書室として，大学院

読書室，各学部図書室，研究所図書資料室など合計19室

あり，これらの図書室に専任，兼務，臨時併せて80名近

い職員が働いている。この大学の図書館の人事管：哩の面

での特徴は，これらの学部図書室などに働いている職員

のあるものは中央館の職員が出向司書として派遣されて

いるということであろう。早稲田大学以外の■型に属す

るものを挙げると，学習院大学，神奈川大学，上智大学，

成歯大学などがある。学習院大学は中央館職員21名であ

るが，法学・経済学部図書室，理学部図書室，文学部司

書室，教職課程研究室，東洋文化研究所図書室が独立し

てあり，そこに働く職員は，専任，兼務，臨時合わせて

中央館の3倍近い数である。神奈川大学には中央館のほ

かに6図書室がある。上智大学は本館のほかに神学部図

書館が別個にあるが規模は小さい。成町大学では中央館

のほかに，工学部の4学科にそれぞれ図書資料室がある。

東京薬科大学の図書館は2館あって，本館分館と呼ばれ

ているが，本館長も分館長も学長直属であるのでそれぞ

れ独立図書館と見倣される。二館とも職員3名づっの小

規模なものである。

　皿型をとるものは私立大学ではその例は少ない。酩農

学園大学と久留米大学がこの例であるが，どちらも制度

として，本館制度をとっているものの，本館の実体はな

い。

　私立大学の本館分館制をとっている図書館組織のうち

でV型の次ぎに多いのは，IV型であるが，大部分は1分

館（室）を有しているものであって，このグルe一・一一・プ計22校

のうち14校に及ぶ。他は2～4分館（室）をもつものがほ

とんどである。この中で最も大規模な本館を有するもの

は天理大学68名で，名城大学が26名でこれに次ぐ。この

グループの中で最も多くの分館を有しているのは日木大

学の図閉館組織である。本館は6課（係）23名に過ぎない

が，13の分館を有し，各分館の職員数は4～12名，本館

分館合わせて100名以上の職員をようしている。木型分

館という制度をとっていないけれども，学部，研究室な

どの図書係が中央館長の指揮下にあるとされている場合

は，便宜上この型に属するものとして取扱ったが，大正

大学の13研究室の各図書頭，神戸女子学院大学の大学院

研究科，音楽部の各図書係，フェリス女学院大学の2研

究室係がこの例で，いつれも職員は専任者でない。

　本館分館制をとる大学の中で，最も多い型はV型で，

その数は30館にのぼるが，そのうち約3分の2は職員

20名以下の比較的小規模な図書館組織である。分館（室）

係の位置が本館と対応しているものと，本館の係の1つ

としてあっかわれているものと2つに分けることができ

るが，さらに本館の係たとえば閲覧係の中に分室係が位

置する場合もある。第1の例は，工学院大学，愛知大学

の場合などに見られるもので，工学院大学の場合本館分

館それぞれ主任のもとに庶務，整理，運用の3係を備え

ているし，愛知大学の例も本館4係分館3係をもってい

る。第2のカテゴリe一一一・に入るものは，主任の下に庶務，

整理，閲覧などと並んで分館（室）係が置かれているもの

で，東京電気大学，関東学院大学，東京農業大学，中央

大学，明治大学，同志社大学などがその例として挙げら

れる。このうち，中央大学と明治大学はいつれも100名

近い職員を有する大規模な組織であるが，明治大学の場

合は本館各係と3分館（室）の各係の職員数の比はほぼ

10：6であるが，中央大学では10：2ぐらいで明治大学

のほうが分館職員の比重が大きい。第3のグループは

東洋大学，立正大学，および立教大学の例に見られるも

ので，東洋大学では整理課と図書課に2分された図書課

の中に奉仕係，総務係，分館係として位置づけられ，立

正大学の場合には，資料課と閲覧奉仕課とにまず分けら

れ，資料課の中に庶務会計，図書調達，図書整備の諸係

と併列に分室・研究室係が位置づけられる。立教大学の

場合には整備課，閲覧課の他に事務課という課があり，

この中味は，事務係のほかは，文学部の図書室係，資料

室係になっている。

　］V・V中間型は東京歯科大学，立命館大学，関西医科

大学にその例がみられる。IV・V混合型には東北学院大

学の場合があてはまる。ここでは，経済研究資料室の係
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は本館主任司書に属し，工学部分館図書係が工学部分館

長に所属している。

　1［・IV混合型としては，西南学院大学と慶応義塾大学

の図書館組織を挙げることができる。西南学院大学では

神学部図書館が中央館のIV型分館となっており（このほ

か短大図書館も中央館の分館となっているが，ここでは

短大図書館の問題は問わない），これに研究所の資料室が

独立して存在するので，この型に入れられるが，神学部

分館図書係は1名，研究所資料室の資料係が2名という

規模から考えれば実質的には中央館に重点が置かれてい

る。慶応義塾大学の図書館の公式組織は本館の他に3つ

の分館があり，この他に学部研究室，研究所等の図書室，

資料室が独立して存在する典型的］］：・IV混合型というこ

とができよう（図2・9・b）。

　1［・V混合型に属するものは，関西学院大学と福岡大

学である。関西学院大学は図書館長のもとに，本館の運

営課長と図書課長が直属するほか，経・商・工の学部の

ための分館である“専門図書館”の事務長と社会学部，

2部学生などのための天六分館の事務長も直属している

のでV型であるが，その他に文学部9学科・教室の図書

室，文学部図書室，法学部図書室資料室，経済学部およ

び商学部の各資料室などが独立して存在する。福岡大学

は本館奉仕係のなかに薬学部分室，工学部分室，大学院

分室，平和台（2部）分室の奉仕要員が含まれているの

で，V型図書館であるが，ここには独立した研究所があ

り，そこの庶務係が図書の受入，整理を行なっているの

で■・V混合型とみなされる。

　］V・V混合型で別に独立の図書館（室）をもつものを

■・W・V混合型と呼んだが，これは国立にも公立にも

例がみとめられなかった。私立大学のなかでわずかに1

校，法政大学がこの例に属するものである。同大学図書

館では，小金井分館の分館長が本館長に直属している点

ではIV型であり，川崎分館の分館主任が本館長直属であ

る点ではV型を示すので］V・V混合型の本館分館組織を

もっているのであるが，この他にこの組織とは独立して，

法学部，経済学部研究室の図書室，経営学部，社会学部

および教養部の教員資料室，大原社会問題研究所の図書

室があるので1［・IV・V混合型をなしている（図2．13．の。

　私立大学の図書館組織の中央館内部の係制について

は，係制度をとっていないところが多いので，全体を同

じ基準で比較することは困難であるが，概して小規模な

図書館が多いことは初めに指摘した通りである。1型の

内部組織についてはすでに言及したので，他の型の組織

図2．1．α　1型1係制

図書館委員会

図書館長 事務長 図書係

図2．1．b　I型2係制
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司書係
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整理係

閲覧係

図2．1．d　I型4係制
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館副館長

工学図書

館副館長

主任司書

　　翻訳

　コンピュ
　　ーター

　　調査
　　資料室

工学部長．。．

閲覧係

図書係
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定期刊行
物課

整理課
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総　　務

整理課
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庶務・会胡
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和漢書受入
整理

資　粁　装　備
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第2閲　覧

　貸　　出

　君　　庫

利川案内
書　誌　調　杏

里五二受入

定刊物閲覧
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　閲　　覧
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製本・印刷
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　　　（慶応義i塾大学図書館組織一続き）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務・管理

講鎌蓬黙許叢叢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　務

欝蕪’呈喜難嚢　主事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書事務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務・会計

斯道文庫長　　　　　主事　 研究室　　図書資料事務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複　　写

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　務　　室

産業研究所長　　　　　　主事

註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　料　　室

厳密な意味では係制はもうけられていない。
図書館とは独立の機関で図書資料の整理等を行なっ
ているものは，上記の他に，塾史編纂所，言語文化
研究所，休育研究所，語学ラボ，ビジネススクール，

体育研究所，国際センターなどがある。

　　　　　図2．10　：n：・V混合型基本型

　図書館委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本館諸係
　　　：

　図書館長　　　　　　　事務長　　　　　　A分館係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B分館係

C学部長　　　　　事務長　　　　 C学部図書係

D研究所長　　　　　　事務長　　　　　　D研究所図書係

　　　　図2．10．α　福岡大学図書館組織

　　図2．11　∬型と皿・IV中間型の混合型基本型

図1亨館委員会　事務長　総務係

　　：

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　A分館整理係
　　’
　　　　　　　A分館長
図書館長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A分館閲覧係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B分館整：理係

　　　　　　　B分館長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B分館閲覧係

C研究所長　　　　　　　　　事務長　　　　　　　　C研究所図書係

図書館長 図書課長

図2．11．α　神戸大学図書館組織

1文店館運営委員会

付属図書館長

庶務係

整理係

庶　務

和　書

奉仕係

洋　書

新聞雑誌

本　館　奉　仕

薬学部分室奉仕

工学部分室奉仕 経済経営研究所長

中央図書館副館長　　事務長　　　総　務　係

　　　　　　　　　　　　　　　　受入管理係

六甲台分館長　　　　　　　　　　整　理　係

　　　　　　　　　　　　　　　　調査運用係

文学部分館長　　　　　　　　　　　図　書　係

教育学部分館長　　　　　　　　　図　書　係

理学紛館長一一一一区至i＝蜀

医学部分館長　　　　　　　　図　書　係

工学部分館長　　　　　　　　図　書　係

農学部分館長　　　　　　　　図書　係

　　　　　　　　　　　　　　　　整　理　係
教養部分館長

　　　　　　　　　　　　　　　　保管運用係

　　　　　　　　事務長　　 図書係

大学院分室奉仕 経営分析文献センター長 事務長 センター係

研究所長 事務主任 庶務係 図書受入整理
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図2．12

図書館委員会

　i

皿型とIV・V中間型の混合型基本型

一

1事務長11図書館長1
l　　　　　l 匪館諸島｝

一lA分館剣 lA分館係i
1→B分館劃 lB分館係1

　　　　図2．13

図書館委員会

　　i

図書館長

］一［・IV・V混合型基本型

事務長 本館諸係

A分館係

B分館長

　　　事務長

　　　事務長

B分館係
C学部長

D研究所長

事務長

事務長

C学部図書係 C学部長

D研究所長

C学部図書係

D研究所図書係 D研究所図書係

図2．12．σ　岡山大学図出館下織

図書館運悩委員会

付属図書館長

温泉研究所長

事務長

医学部分館長

農業生物研
究所分館長

図2．13．α　法政大学図書館組織

庶　務　高

高　計　係

図書館運営委員会

受　入　係

　　　i，

　　　：
　　　：
　　　：

図書館長

整　理　係

閲　覧　係

参考調査

XI書課一

閲覧課＝

　川崎分館主任

小金井分館長

教育学部分室
　図書係

農学部分室
　図書係

整　理　係

閲　覧　係

法学部長

経済学部長

経営学部長

社会学部長

教養部長

図　書　係

図　書　係

図　書　係

図　書　係

大原社会問題研究所長

研究室主任

研究室主任

研究室主任

研究室主任

研究室主任

研究所事務主任

総　務　係

図書整理係

閲　覧　係

川崎分館係

小金井分館係

図書室係

図書室係

資料室係

資料室係

資料室係

図書室係

養護教諭養成所長

医学部付属病院
　三朝分院長
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について，内部組織のことを若干触れておく，］1型の中

で係の分化が一番多いのは早稲田大学の図書館で，管理

課に5係，整理課に4係，閲覧課にも4係計13係あるこ

とは前述の通りである。掌骨には規模の大きなものはな

く，IV型でも2～4係が一一・一一L番多い。係の多いほうで日本

大学，大正大学の6係程度である。V型では分館分室係

が本館内の組織に含まれるため係数も増加の傾向がうか

がわれる。東京農業大学，立教大学の12係，立正大学の

9係などは多いほうであろう。全体として3係ぐらいの

ものが，どのタイプにも一番多く見られる。

　私立大学の図書館組織には皿・IV中間型が3校数えら

れたが，他のタイプで中間型を含むものは一校もない。

W型，V型が案外多く，両者を合わせると50校を越す。

私立大学図書館組織のタイプ別の集計は表1週号とめて

ある。

　5．　ま　　と　　め

　国立大学74校，公共大学36校，私立大学253校，総計

363校の公式組織の型は，5つの基本型とその組合わせ

によって得られる8つの中間型または混合型，計13のタ

イプに分けることができる。データを集計した結果は表

1に示す通りである。

　1型：国立大学のうち24校（32．4％）は1型に属して

いるが1係制は1校もなく，2係制8校，3係制10校，

4係制以上6校である。公立大学36校のうち25校（69．4

％）は1型で，内訳は1係制9校，22係制7校，3町制

8校，4係制1校，1～3係がほぼ均等にある。私立大学

253校のうち185校（73．1％）は1型で，内訳は1係制60

校，2係制44校，3係制99校，4係制以上31校，3係制

が最も多い。全体では234校（64．4％）が1型を示す。

　■型：国立大学で5校，私立大学で6校，公立ではた

だ1校が］1型で，全体で12校（3．3％）であったが，独立

図書館（室）の調査漏れがかなりあると思われるので，1［［

型またはlr型を含む混合型の数は実際はもっと多いもの

になると想像される。

　皿型：国立大学5校，公立大学2校，私立大学2校，

総計9校（2．5％）ある。

　1V型：国立大学14校，公立大学5校，私立21校がこの

型を示している。図書館単位を複数有する組織型のなか

で，この型は国立と公立で最も多くみられ，総計40校

（11％）を占める。

　V型：国立大学5校，公立大学で4校であるが，私立

大学には30校あり，図書館単位が複数であるものの中で

は最も多い。総計は38校（10％）でIV型に次ぐ。

皿・W中間型：公立には見られない。国立，私立各3

校，計6校（1．7％）にすぎない。

W・V中間型：国立大学のみに7校その例がみられ，

全体の1．9％にすぎない。

　1▽・V混合型：国立大学3校，私立大学1校，計4校

（1．1％）。公立大学には見られない。

　II・］V混合型：国立大学5校，私立大学に2校，計7

校（1．9％）。公立には見られない。

　皿・IV混合型：私立大学2校にその例が認められるの

みである。

　■型と皿・］V中間型の混合型：国立大学に1例あるの

みである。

　■型とIV・V型中間型の混合型：国立大学に2例ある

のみである。

　1［・］V・V混合型：私立大学に1校その例がるあのみ

である。

　以上を通覧すると，大学図書館組織の諸型の中で，図

書館単位が単一一である1型が最も多く約全体の3分の2

を占め，その中では3係制が一一番多く4割以上をしめる。

図書館単位が複数であって完全に分散制をとるものは12

校しかなく案外少ない。何等かの形で本館分館という太

海をとっているものは1型と■型を除いた残りで，国立

45校，公立10校，私立62校，計117校がこのカテゴリー一

に入る。基本的な本館分館制度は，本館が名目的なもの

すなわち皿型，実質的には分散的であるW型と，集中性

の強いV型に3大別しうる。また］1型も含む各種の中間

型，混合型は，少くとも部分的には分散性のある制度で

あるから，実際に集中性をもつものはV型しかない。混

合型といっても，例えばIV・V混合型の場合，どちらの

型に重点がおかれているかによって，ほとんど集中制の

ような観のあるものと，分散的分館制と考えられるもの

があり，決して同質のものの集まりとは言えない。実際

はそれぞれの実情を詳しく調べて，分散あるいは集中の

度合を計量することが必要であろう。

　中央館ないし本館の組織の内部構造については，総務，

整理，運用（閲覧）の3部門化が最も典型的な基本構想

とされている。大規模な図書館では，例えば東大のよう

に，17係に細分されているのであるが，私立大学では係

制が確立していないところが多いので，係制度であるか

業務内容の別であるか，はっきりしない点がある。一応

収集されたデータのうち，係区分がはっきりしないもの

2校を除き集計した結果は，表2に示す通りである。1

番多いのは3係制で146校，次は係制の分化していない

一一
@197　一一



わが国の大学図書館組織の比較研究

表1・大学図書館管理組織タイプ別集計

タ　イ　プ　別

1　型

■　型

皿　型

IV　型

V　型

皿・IV中間型

］V・V中間型

lV・V混合型
■・IV混合型

1［［・V混合型

■型と皿・IV’中間型の混合型

∬型とIV・V中間型の混合型

皿・IV・V混合型

計

国立大学
24

5

5

14

・5

3

7

3

5

0

1

2

0

74

公立大学
25

1

2

5

3

0

0

0

0

0

0

0

0

36

私立大学
185

　6

　2

21

30

　3

　0

　1

　2

　2

　0

　0

　1

253

計

234

12

　9

40

38

　6

　7

　4

　7

　2

　1

　2

　1

363

表2．大学図書館本館内部組織係数

　　　　～～～一一＿　　 係数
1タイプ別　　　一一一一一一＿一一

1型　（国立）

／！　（公立）

〃　（私立）＊

∬型　（国立）

〃　（公立）

〃　（私立）

十型　（国・公・私立）

IV型　（国立）

〃　（公立）

！！　（私立）

V型　（国立）

〃　（公立）

〃　（私立）

皿・IV中間型（国・私立）

IV・V中間型（国立）

■・V混合型（国・私立）

皿・W混合型（国・私立）

■・V混合型（私立）＊

五型と皿・1V中間型の混合型（国立）

■型とIV・V中間型の混合型（国立）

■・］V・V混合型（私立）

1

9

51

1

9

3

2

計 75

2

8

7

29

1

4

2

3

2

2

6

1

1

66

3

10

8

81

4

8

4

10

2

11

3

2

2

1

146

4

6

1

14

1

2

4

7

1

5

1

3

1

1

2

3

1

37

1

12

6

2

2

3

2

1

12

7

2

1

1

1

1

6

8

1

1

2

1

5

9

1

1

13

1

16

1

li　1

17

1

1

＊係不明（ただし4係以上）のもの1校ずつをのぞく。
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もの75校，2係制は66校あり，1～3係のものを合計する

と361校中287校（79．5％）を占めている。4係以上の

ものは，4係37校，5係12校，6係10校，7係6校，8係

5校，13係，16係，17係のものがそれぞれ1校ある。4

係制以上のものについてその内容をみると，参考係が一

番多く30例が見られ，定期刊行物が係を形成する場合が

21例，受入が1係として認められている場合は16例あっ

た。複写のサービスはかなり多くの図書館で行なわれて

いるが，閲覧貸出係や定期刊行物神の内の1業務として

あっかわれているのが普通である。それでも複写係が11

の館で係として認められているという事実は，最近の複

写要求の増大を物語るものであろう。視聴覚資料係とい

う係も9例あった。整理部門が和漢書係に分けられてい

る場合は規模の大きな図書館によく見られる傾向で10例

ほどあった。庶務の係を庶務と会計の2係に分ける例は

8例ほど認められた。書庫係が係として存在しているも

のは4館の例があった。この他の係は，1例ずつあるも

ので，特別資料係，寄贈交換係，企画係，渉外係などは

その若干例である。情報資料係，学術情報係などという

係名のものは，一応参考係の中に含めて集計した。

III．あるケe一一スー北里記念医学図書館の

　　　　　　　　組織の変遷

　第1［章で，大学図書館の組織を動かない静的なものと

して捉えてきたが，いまここに，動的な図書館組織の変

遷を実際の例に基づいて辿って見よう。ここに挙げるの

は，慶応義塾大学医学部北里記念医学図書館の組織であ

るが，これは医学図書館としても，異例の発展をとげた

もので，1つのケースとして，非常に興味のあるもので

ある。

　この医学部図書館は，初代医学部長北里柴三郎博士を

記念して1937年に建設されたものであるが，1948年の初

めの頃までは，館員は総勢2～4名で，主任が総務と整

理を担当し，他の事務員が貸出やか一ドの複製などの事

務を行なっていたに過ぎなかった（図3・α）。それが，

1948年6月から，会計係1名，用務員1名が増員され，

会計係はカード複製をも受持ち，用務員は書庫係を兼ね，

また破損図書の簡単な修理も行なった（図3・b）。

　1949年に，初めて目録専門の係が置かれることになり，

同年6月に目録係は2名に増員され，その結果，主任は

整理業務を完全に離れ，総務的業務のみをみることが可

能になった（図3・o）。1950年の1月掛は貸出係が3名に

増員され，さらに1名が受付として加えられるようにな

った。この受付はハウスキーパーの役も果し，また外

部の利用者から入館料を徴集するなどの仕事をしてい

た。（ちなみに，1951年の10月にこの入館料徴集は中止

になった。）1950年の中頃に，貸出と受付の係は運用係と

呼ばれ，R録とタイプが整理係に属するようになった
（図3．d）。

　1951年4月にこの図書館では利用者のために複写サー・

ビスを開始したが，日本の大学図書館における複写サー

ビスの嗜矢ではないかと思われる。複写と相互貸借の業

務を併せて行なうようになったのは，1951年の10月から

であり，またこのときから夜間開館を実施し始めたが，

この夜間開館開始も医学図書館の間では，この図書館が

トップであったと思われる。またこの頃，コンテンツ速

報を作成するため，タイピストが目録のタイプとコンテ

ンツのタイプを，整理部門と運用部門からそれぞれ指示

を受けていたことが判る（図3・e）。1952年になると，タ

イピストは運用部門の所属となり，整理部門は日録と雑

誌の2係に分れるようになる。1952年7月に渉外企画と

称するスタッフのポジションが置かれ，1953年12月には

整理部門に製本係が設けられ，1954年4月目は初めて参

考業務係がつくられて，従来複写係の行なっていた相互

貸借の業務は参考係が行なうことになった（図3・ア）。

　1956年12月に，課・係の整理が行なわれ，総務，整理，

運用の3部門に大別されるようになった。総務部門は人

事，予算，会計，渉外，統計，備品管理，報告作成など

の業務の他に，図書館資料の選択，発注を行ない，整理

部門は資料の受入，分類目録作業，コンテンツ速報の作

成などを行なうほか，サブ・セクションとして製本部門

を擁iし，運用部門は貸出業務，参考業務，相互貸借，ダ

イビング，書架管理などの他，複写係をサブ・セクショ

ンとして持つようになった（図3・g）。この組織は1957年

忌若干改組され，運用部門は貸出業務と参考業務の2課

に分けられ，複写係は参考業務課に属し，タイプは貸出

業務課に属することになった。ほぼこのままの状態（図

3．h）が，1962年まで続いたが，1962年から1963年にか

なり大きな変化が起こる。それは，貸出業務と参考業務

がふたたび統合されて閲覧・参考課となったこと，新し

く調査研究室が設けられたこと，それまで総務でやって

いた発注業務と貸出であつかっていた寄贈交換業務を整

理課の仕事としたことなどである。これら変化の中で最

も注目すべきことは，新らたに設けられた調査研究室の

業務内容で，ここではただ単に新らしい課題について調

査研究を行なったばかりでなく，調査実験の結果に基づ
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いて新しいサービスを開発していったことである。現在

までに大学に所属する図書館でこのような調査研究開発

の部門をもったものは，この図書館を措いて他に例を見

ない（図3・i）。しかし，この閲覧・参考課は文献分析が

始まると，同じ年度のうちに，ふたたび分離され，図3．ブ

にみるように，調査研究室は調査研究開発と翻訳のセク

ションとなり，参考業務と分献分析の係を併せて文献情

報調査のセクションがつくられた。このときフィルム・

ライブラリ・一・一一が新設されたので，これを運用課に属さ

せ，ダイビングの業務を一括してプロセスセンターとい

うサブ・セクションを作り，これを整理課に所属せしめ

ている。のちに，このプロセスセンターは製本業務とと

もに総務の管轄に移管され，総務の統轄する業務は事務

的ないしマニュアルなものぽかりとなる。

　1965年7月に定められた組織（図3・k）は1968年の3

月末までの間，メドラーズと呼ばれるセクションが1967

年に文献情報の次に加わったことと，職員数が年々増加

していったことの他は図の上ではまったく変っていな

い。この期間の組織と直前の組織（図3．ブ）とを比較して

みると，総務係主任がスタッフの役割を演ずることが期

待されていること，調査係のメンバーも主任直属のスタ

ッフメンバーとしての位置を占めていることが大きな相

違であって，詳細にみると，総務の中のサブ・セクショ

ン，すなわち，印刷と，整理課内のプロセス業務，すな

わち，ダイビング，コンテンツ速報の作成，および製本

の業務を一括して，プロセスセンターを作り，それを総

務の中においたこと，わが国の医学図書館の総合目録の

編成作業が新たに整理課の業務に加わったこと，文献情

報のセクションに翻訳係を入れ，調査係をスタッフ的な

ものにして，以前の調査・翻訳というセクションを解消

したことがわかる。前にも述べたように，これにメドラ

ーズというセクションが1967年から新らたに加えられた

が，ここでは日本の医学文献のうち，主要な論文の索引

作業を行なっており，その結果をN：LMのMEDLARS

に送り込むのが主たる業務である。

　最近にいたって，この医学図書館はまたいくつかの組

織上の改訂を実施した（図3・1）。総務の中のプロセスセ

ンターを分解し，タイプその他の業務およびコンテンツ

速報の作成業務を行なっていた2係をひとつにしてプロ

セスとよばれるサブ・セクションにしたこと，文献分析

部門内の係としてPFOSと称する研究者の個人ファイル

組織化援助のサービスをするセクションを正式な係とし

て発足させたこと（1年ほど前から，この種のサービス

を実験的に行なってきていたが，今年から実施に踏み切

ったわけである），これまで調査と呼んでいた係を調査・

資料室としたほか，コンピュータライti’　一一ションの調査

研究を行なう係を新設し，もと文献分析に属していた翻

訳係と共に1室2係を主任司書の直属としたことなどが

主要な改訂である。

　以上慶応義塾大学の医学図書館の組織を，最近の20年

余りの期間について，簡単に解説しながら，その変遷の

跡を辿って見たのであるが，往つたり来たりするような

変化が多いことに，読者は気づかれたことであろう。職

員の数も，この期間の初めの頃は2～4名であったが，ア

ルバイトも含めると，現在では90名近い職員数にな：って

いるし，当初は，図書の貸出だけがせいぜいのサービス

であったが，相互貸借，複写のサービスは勿論のこと，参

考質問も内容的にかなりの深度まで分析した上で，文献

ないしは情報のサービスを行なうように変ってきた。最

近では，米国のメドラーズに対するインプット・データ

の作成というような国際的レベルの業務を行なったり，

また，研究者の個人ファイル組織化の援助というような

個別的なサービスにも努力を傾倒している。このように

見ると，サービスの拡大展開の方向は大体定まっている

のに，なぜ，組織構造の上で，試行錯誤にも似た，往き

つ戻りつ式の現象が見られるのであろうか。

　もともと，組織編成の目的は，その機関の目的を遂行

するため，職務を合理的に系統立てて編成し，それぞれ

の職務に対して適材を配置しようとするのが，その基底

を流れる考え方であった。しかし，現実の問題として，

いかに合理的と思われる組織を編成しても，適切な人材

を欠いているような；場合，どれだけ十分な人数をそろえ

ても予期された効果はあがるものではない。一方では適

材を得るために，新らたに採用する職員の選考にも十分

配慮し，同時に現職者達の養成訓練を行なっていても，

それでも新しい組織に適合した人材を得ることは，決し

て容易なことではない。この医学図書館の組織の発達の

諸段階において，繰り返して同じような組織換えが見ら

れるのは，現実に入手できる職員の能力や資質によって

左右された結果であるように思われる。

　この医学図書館の組織が絶えず変遷しながら，サービ

スを向上発展させていった跡を辿ることによって得られ

る1つの教訓は，もしその組織が生命のある力動的なも

のであろうとすれば，決して公認の組織の枠組の中にひ

っそりと納まっていることはできないということであろ

う。外部環境，利用者の要求を組織構成の要因として，
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絶えず：取り入れていくならば，内部要因の変動と共に，

その構造はいつも流動的でなけれぽならないことを物語

っている。

　本章に書かれた組織図は，必ずしも，義塾大学当局に

よって公認されたものとは限らない。特に1955年以前の

古い時代の記録は，組織図による表示をしてなかったの

で，この図書館の古い日誌を調べたり，畏友津田良成主

任司書（総務部長），故栗田重君（当時総務係主任），そ

の他の諸君からの聞き書きによって得られたデータから

組織図を作成したものもある。主任司書から上のライン

は省略してある。また（）内の数字は職員の数を表して

いる。

図3．e　1951年10月

　　　　　　　　会計（1）

　　　　　　　　整

　　　　　　　　理
主任（1）

　　　　　　　　運

　　　　　　　　用

目　録（2）

タイプ（1）

複写相互貸借（1）

貸　出（3）

用　務（1）

　　　　図3．α～1慶応義塾大学医学部

　　　　北里記念医学図書館組織の変遷

図3・α　1947年9月

　　主任（1）　　　　　　貸出（3）

図3・f1954年4月

図3．b　1948年6月

主任（1）

会計（1）

貸出（2）

用務（1）

主任（1）

渉外・企画（1）

図3・c1949年6月
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図3．91956年12月
計3．d　1950年6月
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3．h　1959年4月
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総
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貸
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雑　誌（2）

製　　製本（2）

本

貸　出（2）

相互貸借（1）

寄贈交換（1）

参　考（2）

複　写（2）

図3・ラ1963年後期

参

考

主任（1）

総

務

庶務・会計（2＞

印　　刷（1）

用　　務（3）

整

理

収　　集（2）

分類目録（2）

プロセス（4）

運

用

文
献
情
報
調
査

調
査
翻
訳

貸　　出（11）

複　　写（2）

フイルム・ライブラリー（1）

参考業務（4＞

文献分析（3）

調査・翻訳（4）

図3．k　1965年7月

図3・i1963年前期
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庶務・会計（3）

調査（2）

プ

ロ

セ

子

セ

ン

タ

1

用　　務（3）

製本・印刷（1）

タイプ・その他（3＞

速　　報（1）

主任（1）

閲覧係（9） 複　写（3）

参考係（4）

調査研究（3）

整

理

収集・受入（3）

運

用

分類・目録（3）

総合・目録（1）

貸出・相互貸借（12）

文
献
情
報

複　　写（5）

フイルム・ライブラリー（3）

参考業務（6）

文献分析（5）

翻　　訳（2）
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庶務・会計（4）

用　　務（3）

製本・印刷（1）

プロセス（4）

収集・受入（4）

運

用

分類・目録（4）

総合目録（1）

貸出・相互貸借（18）

文
献
情
報

複　　写（6）

フィルム・ライブラリー（2）
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文献分析⑦

PFOS　（2）

メ

ど

了

ズ

す

メドラーズ索引（7）

（十コンサルタント2名）

び

　人間が個人として単独では自分の要求のすべてを満た

すことはいかに努力しても不可能であろう。そのために

は幾人かの人々が’協力し，各人の努力を調整することに

よって，要求を満たそうとする。この各人の努力を調整

して同じ方向に向けるためには，それらの人々の間には

っきりとした共通の目的または目標が意識され同意され

なければならない。また，幾人かの人々が共通の目標と

かR的を達成するために力を合せて働くときには，全体

の仕事を小さな単位に分割し，人々はそれぞれの単位を

分担して能率を挙げようとする。さらに分業や調整がう

まく行なわれて共通の目標を達成するためには，人々の

働きに対して管理とか統制の機能が必要になってくる。

このような：考を基底とした組織というものは，誰がどの

ような地位にあり何に対してどのような権限と責任を持

つかを表わすいわば青写真のようなものである。伝統的

な見地から見れば，組織というものは，はっきりしたあ

る共通の目的とか目標を達成するために，分業や職能の

分化を行ない，権限や責任についての階層を定め，それ

らを通じて人々の働きを合理的に調整することである。6）

そのような見地からすれば，大学がその目的一学術研

究，高等教育など一を達成するのに役立つように，必

要な情報ないしは情報源資料を利用者に提供するのが大

学図書館の目的であり，その目的を達成するために大学

図書館は合理的にその組織を構成しなければならない。

しかるに，わが国の大学図書館には職能の分化が十分に

行なわれていないところが多いことは，表1および2を

みても十分にうかがえることである。係の分化のない大

学が75校もあり，そのうち私立大学の51校が1型1係制

である。その中には職員2名という小人数：のところさえ

あって，いかに小さい大学であっても，これで大学図書

館の機能が発揮できるとはどうしても考えられない。文

部省の「昭和41年度大学図書館実態調査結果報告」中の

大学図書館職員の学歴別統計をみると，大学院修了の職

員が国立大学に19名（0．7％），公立大学に1名（0・3％），

私立大学に73名（2・7％），合計で93名（1．6％）に過ぎない

のが現状である。7）このようなことでは，特に大学図書

館の2大目標の1つである研究への貢献ということが，

いかにないがしろにされているかということを痛感させ

られる。

　静的な組織として大学図書館の構造を規定すべきでは

なく，もっと動的なシステムとして把握しなければなら

ない最大の理由は，大学図書館をとりまく環境が時々刻

々変りつつあるということ，中でも大学図書館に直接影

響を与える最大の因子である利用者の要求が時々刻々変

化しているということであろう。大学図書館も従来のよ

うな静的な組織構造を以てしては，とてもこれらの変化

する要求に応じ切れないはずである。さらにこのように

して変化する動的な組織は，再び外界環境に対して影響

を及ぼしていくことは間違いない。

　このように考えると，大学図書館組織はオープンシス

テムとして考えるべきものであって，大学図書館と環境

とは絶えず相互に作用し合い，大学図書館は環境から情

報を取り入れては，これを必要に応じて加工しながら変

形あるいは改造した情報として利用者に提供しなければ

ならない。大学図書館組織の内部も，システム内の下位

システムとして考えなければ，システム内の相互間，環

境との相互間の多様な作用を理解しえないであろう。こ

のように大学図書館組織をシステムとして把握した場

合，どのようにして評価するかという基準の設定も今ま

でのものでは不満足と考えられる。
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　本文の1［章では，慶応義塾大学医学部北里医学図書館

を例にとりあげて，組織発達のケe一…一・ス・スタディを試み

た。Arvin　Brownの言うように，“原則として，組織

は人事上の選考をする前に決まっていなければならな

い。人事が組織のあり方を決めるのではなく，むしろ，

組織が人事に対する必要性を決めなくてはならない”8）

ということは，原則としては確かにそうであるが，発展

途上の大学図書館にとって，利用者の要求に応ずるため

には，新しい能力のある職員を必要としても，なかなか

そのような人材が得られないという問題に悩まざるを得

ないのである。学術的な問題に携わる大学図書館におい

て，真の専門職を獲得するということは，ある意味で一

般企業体における専門スタッフの獲得よりもむずかしい

と思われる。しかし，計画にできるだけマッチした人材

を所定の職務に就かせることによって，どれだけ図書館

の機能が向上するかということを目のあたり見るにつ

け，人事の重要性，特にその組織に及ぼす影響の大きさ

に目を瞠らざるをえない。

　いずれ別の機会に欧米の大学図書館組織について論

じ，その際わが国のそれと比較検討をしたいと考えてい

るが，本論に述べた皿型のようなタイプは，わが国の学

制が新制度に切り換えられたことに伴なう一・時的な特殊

現象と思われることだけを指摘しておくに止める。

　なお，本調査研究は慶応義塾学事振興資金による研究

補助を受けて行なわれたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　（図書館・情報学科）
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